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院生参画授業の実際   
日本教育大学院大学の院生によるゼミ実践報告  
佐々木 美紗（日本教育大学院大学学校教育研究科英語科1年）  
小林 将（同社会科1年）  
林義樹（日本教育大学院大学教授）  
ら自身がこの教育法を経験して変化したこと，さら  
にゼミという枠を超え，「よりよい教育」に向け自分  
たちにできること，持つべき姿勢をどう考えたかを  
明らかにする。それはこの小論文が，小学生から大  
学生に至る全ての年代に学力低下が叫ばれる中，学  
生主体の授業をいかに形成し，継承し，発展させる  
か，そしていかに参画的人材を育てるかを主眼に置  
いていることを意味する。   
なお，山形大学には昨年12月12日にFDシンポ  
ジウムで「大学院における学生参画授業 ラベルワ  
ークを活用して」（発表者：林以下，丸山佐々木，小山）  
と題してその成果を発表させて頂く場を設けて頂い  
ており，また今回この報告小論文を書かせて頂くこ  
とになり，誠に感謝に堪えない。この場をお借りし  
て，改めて厚く御礼を申し上げたい。  
はじめに   
私たちが学ぶ日本教育大学院大学（以下本学）は，  
昨今の混乱した教育情勢に新たな風を吹き込む次世  
代の教員養成のため，㈱栄光が2006年に設立した  
専門職大学院である。当初は社会人のみの募集だっ  
たが，2008年（3期生）から新卒大学生の募集も始  
めた。   
そんな中，私たちは2009年4月，日本教育大学  
院大学第4期生としてその門を叩いた。埼玉県越生  
町の宿泊研修施設で行われたオリエンテーション合  
宿で行われたゼミ決めにおいて，私たちは林教授の  
参画教育・ラベルワーク（後述）を学ぶことになっ  
た。   
その私たちは，この1年間を過ごす中で教育への  
関心の幅が広くなっていった。入学当初は中等教育  
中心のカリキュラムに併せ学生もその分野に重点を  
当てていたのに対し，次第にあるメンバーは特別支  
援教育，またあるメンバーは初等教育，そしてまた  
あるメンバーは高等教育機関の現状に目を向けるよ  
うになった。これは学生一人ひとりが自分を取り巻  
く「教育」というものに正面から向き合っている何  
よりの証拠だろうと考えている。この学生の教育に  
対する熱意をより学校全体に取り上げてもらい，よ  
りよい教職大学院の実現につながらないか，という  
ことを考えるようになった。あらゆる方面から教育  
を支えることのできる，また創り上げている大学院  
の実現に向け，何か学生にできることはないか，そ  
のような気持ちで学びに邁進している。   
入学からの約1年間，このような教育に対する  
様々な思いを抱き林教授と学びを積んできたことに  
なる。今回の小論文では1年間の実践報告と，筆者  
1．林ゼミの2009年鹿の実践  
1－1．ゼミ活動の概要   
最初に，林教授のゼミ・授業の授業経過を報告す  
る。なお，表中の①～⑪は詳しく後述する。  
匡重要  
4～5月：入学式・オリエンテーション・・①  
自己紹介  
リーダー ，及び係決め  
自分史発表（6月まで）・・・②  
6～7月：輪読『参画教育と参画理論』…③  
（林著，学文社，2002）  
8月：前期ポートフォリオ…④  
9月上旬：合宿（河口湖にて，一泊二日）  
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10月：ゼミ生による持ち込み企画始まる…⑤  
11月：研究大会（先学も発表）  
12月：山形大学FDシンポジウム…⑥  
学習塾におけるラベルワーク実践  
【写真1：複写式ラベル】  
匝亘璽  
l月：伝承用コンテンツXinicsXpertがシステムゼ  
ウス㈱より提供される・・・⑦  
2月：ゼミ発表（場づくり法＋Xpert）   
この他，毎回の授業で常時行われるものとして冒  
頭に行う3分間の静坐，前回の授業を記録した「授  
業新聞（⑧）」，前回のラベルを使った「ラベル新聞  
（⑨）」（両者とも持ち回り）の発表が行われた。さら  
に，毎回書くことになっている「授業企画書（⑩）」  
に基づいて，毎回のゼミ・授業が学生によって運営  
される。   
また，ここで使うラベル（写真1）は黄色・ピン  
ク・白（白は裏がシールになっている）の3枚綴りにな  
っている。黄色のラベルは新聞用，ピンクのラベル  
は自分の保管用，そして白のラベルは指定の台紙に  
貼って教員に提出する。そのうちピンクのラベルを  
使って自らの学びを振り返る「学びのプロセス図解  
（⑪）」が前期・後期各1回，最後に行われた。   
また，ゼミでは先学をはじめ，多くのゲストが来  
て下さった。その中には日本語学校の校長先生，大  
学教授の方，カウンセラーの方もいらっしやった。  
ゲストの方々には様々な刺激を私たちにくださって  
おり，その方々にも感謝の念で一杯である。   
以下，①～⑪の授業について詳しく説明する。   
1－2．ゼミ活動の詳細  
①オリエンテーション合宿   
先に述べた通り，これは4月に入学式後に行われ  
た。そこで行われた全新入生によるグループワーク  
として最初に体験したのが「場づくり法」だった。  
6～8人程度のグループに分かれて作業が行われた  
が，ここで作業内容を簡単に説明する。  
i）まず，一定のテーマに沿ってグループの各メン   
バーがラベルを記入する。  
ii）そのラベルを集め，ラベルをよく読み込んで1   
～3枚程度ずつ色画用紙に乗せ，それらを「小   
皿」にしてその看板を決める。  
Iii）「小皿」の看板が決まったら，「小皿」の看板同   
士をよく読みこみ，「中皿」にして看根を決め  
る。  
iv）jii）と同じように，「中皿」の看板をよく読み   
込んで「大皿」にしその看板を決める。そして   
図解全体のタイトルを決める。  
V）「大皿」，あるいは「中皿」「小皿」同士でつなが   
りを持たせ，図解を完成させる（レイアウトは自  
由だが，作成日，グループのメンバー．使ったラベルの  
枚数は必ず書き込むこと）。   
このプロセスのうち，止）～如）において，「ラベ  
ルや看板をよく“読み込む”（林教授の授業・ゼミでは  
これを“ラベルの声を聴く”と呼ぶ）」ことが非常に重要  
になる。なぜなら，ラベルや看板自体に書き手の心  
が込められているからだ。これらを“読み込む”こ  
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ヽヽヽヽ とは「人の心をくみ取る」ことにもなる。ゆえに，  
ヽヽヽヽヽヽヽヽ 最初にカテゴリーを勝手に作って分類してはならな  
い。   
この作業と発表で，共に教育を切り拓く学生同士  
が集まった集団において関係作りの基礎が築かれた。  
「場づくり法」の「場」は，まず参画し合う人間関  
係作りから始まる。その構成員は，場を共に創り上  
げることで，互いを参画し合う仲間・同志の存在と  
認識し合うようになる。   
J・二   
本章では，林教授がこれまでに大学で実践した参  
画教育をベースにした理論である。「やらせ・やらさ  
れ（支配・被支配と言っても良い）」「“参加”の罠」から  
脱出し，“参画の場”“学び合いの場”を創り出すた  
めに，何が必要なのか。それが，今回の中心理論と  
なるラベルワークなのである。   
④前期ポートフォリオ   
「ポートフォーリオ（portfblio）」とは，英語では  
「書類挟み，折りカバン，（紙挟み式の）画集，（代表作  
品の）選集」などという意味がある（大修館書店『ジー  
ニアス英和辞典 第4版』より）が，林教授のゼミや授  
業では，毎回のゼミ・授業で出された新聞・作品な  
どをファイルに収めたものを指す。先程の英語の意  
味で言えば「画集，選集」に近いものと言える。   
ポートフォーリオは前期・後期の最後に出される  
もので，最初の貢に目次，最終頁に後記，そしてそ  
の間に作品が掲載される。先述の学びのプロセス図  
解と同様，前期や後期に自分がどのようなことを学  
んできたかがわかるようになっている。   
②自分史発表   
林教授の授業やゼミでは，受講する学生に「自分  
史」という課題が課される。「自分史」とは読んで字  
の如く，自分のそれまでの歩みをまとめたものであ  
る。   
本学では様々な経歴を持った学生がいる。大学生  
のほか，塾講師，非常勤講師，専任教諭など教育に  
携わる職歴を持つ学生（私もその一人である），さらに  
銀行員やシステムエンジニア，テレビ番組制作など，  
教育とは程遠い職歴を持つ学生もいる。通常の教職  
大学院では大学出身者が多いが，本学では異なる刺  
激を共有し合えるのが強みの一つと言って良い。   
そうした自身の経歴を，A3用紙1枚にまとめ，  
発表する。そこには出生，家族構成，勉強や部活，  
サークルなどの経験（社会人出身者はその仕事も）が盛  
り込まれている。また教師になろうと思ったきっか  
けや，自分の成功・失敗談なども，発表を聴いて参  
考になることも多い。自分との思わぬ共通点を見出  
すこともある。   
自身のバックグラウンドを発表することには，メ  
ンバー全員による“共有”の下地ができるという大  
きな意義がある。ここから先，学びや思い，そして  
経験に対して共に関わり合うという意味で，“共有”  
は林教授の授業やゼミでの重要なキーワードの一つ  
となる。   
⑤持ち込み企画   
後期に入ると，学生によるエントリーで「持ち込  
み企画」が行われるようになる。テーマは様々で，  
「児童虐待への参画教育の可能性」「教員免許6年  
制」「育てたい生徒像」「部活動と参画教育」など。  
いずれも企画の中でラベルを利用して話し合いが行  
われ（“ラベルトーク”と呼ぶラベルディスカッション法），  
その後企画者本人によるフィードバック新聞も発行  
される。   
ここでは「やりっ放し」ではなく，きちんと自分  
でフィードバックを行うことが重要になる。“振り返  
り”“思い出し”は，後述のラベル新聞や授業新聞，  
学びのプロセス図解から獲得される重要な概念であ  
る。   
③輪読『参画授業と参画理論』   
林ゼミでは『参画教育と参画理論』という著書を  
用いて輪読が行われた。6章から構成されていて，  
うち第5章「『参画理論』の原型の構築」を輪読し  
⑥山形大学FDシンポジウム   
このシンポジウムは，それまでの授業実践を発表  
させて頂く，極めて重要な機会となった。研究発表  
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の場に学生が関わることが，私が知る限りないから  
かもしれないが，とにかくもこの発表が，参画教育  
が外に発信されるまたとない機会となった。   
る。   
このラベル新聞には，三つの技法と三つの力の支  
援が必要となる。三つの技法とは，感想やトークな  
どの導入技法，授業でのプロセスや場を重視する中  
核技法，そして累積してラベルを使うという発展技  
法である。また三つの力の支援とは，ゲストや先学  
などの人格力支援，リーダーの必要性やグループ活  
用法，授業や組織の運営などの組織力支援，そして  
課題の達成に必要な事実による支援（事実力支援）  
である。（資料①参照）（出典：「教育方法研究」7月7日  
の授業で発表された授業新聞より）。   
⑦Ⅹ血icsXpe止（以下Ⅹpert）の運用開始   
ゼミにゲストで来てくださったシステムゼウス㈱  
の井上氏より，Ⅹpeれというe・ラーニング作成ソフ  
トが提供された。このソフトをダウンロードすると，  
発表の際にWebカメラを利用して自分の顔を表示  
し，またPowerPoint（以下PP）やWord，及びPDF  
資料を取り込み，画面上で書き込むことも可能であ  
る。   
これまでは，パソコンを使った発表はPPが一般  
的であったが，Ⅹpertを用いると，Webで送ったり，  
CD・Rに記録することができる。送信されたデータ，  
及び記録されたCD・Rは「ポートフォリオ」と同様，  
関心のある者が閲覧することができるので，参画の  
伝承という意味で非常に重要なメディアとなる。す  
でに韓国の大学では学生の手でこのようなコンテン  
ツ製作が広がっており，今後日本でも是非活用した  
いものである。   
⑳授業企画書   
授業に慣れてくると，林教授の主導から，徐々に  
学生に運営が委ねられる。林教授は，授業では“ス  
ーパーバイザー”となり，授業運営を監督する。そ  
して，授業を運営する学生に必要なのが，毎回の「授  
業企画書」なのである。そこには授業の流れやその  
狙いなどが書かれている。学生が責任を持って創造  
的に授業に関わることの証明がこの企画書であると  
言っても良い。（資料②参照）   
⑧授業新聞   
これは前回の授業の大きな流れをメンバーに思い  
出させるものであるが，これを言い換えると，前回  
の授業が本時の授業に発展的につながっていくこと，  
つまり，「場を成長させるツール」であり，「本時授  
業の土台」を担うものとされている。   
これを作成するときのポイントは，過去から未来  
への“伝承”を行うために前回の授業のフィードバ  
ック，内容，キーワードを載せることである。その  
時の注意として，客観性を持つこと，読み手への配  
慮を忘れないことが挙げられる（出典：「教育方法研究」  
7月14日の授業での発表「授業新聞の作り方・活用法」よ  
り）。   
⑪学びのプロセス図解   
前期・後期の最後で自分がこれまでにどのような  
ことを学んできたのか，その振り返りを示すのが「学  
びのプロセス図解」である。毎回の授業で出た，保  
管用のピンクのラベルを時系列，あるいは⑨のラベ  
ル新聞のように“皿”を作ってまとめていくことで，  
“学びについての全体像”を“カタチ”にすること  
が可能となる。   
以上が，今年度林ゼミで行われたイベントとその  
運営で使われるツールの説明であった。これらに加  
え，現在ゼミの今年度の軌跡や，学生たちの学びを  
示す“ゼミ紀要”を作成中である。これらが林ゼミ  
で伝統となってくれることを私は願ってやまない。   
なお⑨ラベル新聞，⑩授業企画書は本書の最後に  
実物（A4縮小版）を掲載する。  
⑨ラベル新聞   
⑧授業新聞と同様，前回の授業の振り返りに使わ  
れる。前回の授業で使用した黄色のラベルを，担当  
者がよく読み込んで図解にするのがラベル新聞であ  
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【写真2：学びのプロセス図解】  になっていることが少ないのではなかろうか。  
・「嘩啄同機（そったくどうき）」   
これは元々，禅宗で弟子と師匠の呼吸が一致す  
ることであり，そこから師弟間の呼吸が合うこと  
が理想の指導である，という意味の言葉である。  
林教授のゼミ・授業では最初に3分間の静坐を取  
り入れているが，この言葉が“呼吸”の極致であ  
ると言える。  
1－3．ゼミ・授業の名言緑   
林ゼミ，及び林教授の授業では様々な名言が生ま  
れた。その一部を今回紹介させて頂く。  
・「言葉を引き寄せる磁場」   
林ゼミ，及び林教授の授業では上記の他にも  
様々な名言が生まれているが，こうした名言が生  
まれるのも創造の力の“磁場”があるおかげなの  
である。“磁場”というのは，人と人とが有機的に  
関わり合い，学び合い惹かれ合う場のことである  
と考えられる。  
・「化学反応」   
この大学院には様々なキャリアを持つ人がいて，  
その人々同士の“出会い”が新たな自分自身を創  
っていく，また自分を見つめ直すことにつながる。  
それは，自分にも他者にも，そして集団の中にも  
無限の“変革”を生み出していく。  
2．ゼミ体験記   
～私自身はどう変わったか～   
私はこのゼミや授業を受ける前は，母校の系列に  
ある私立高校で社会科の教諭を1年間やっていた。  
私が教師になろうと思ったのは，父方・母方の両祖  
父が生前教師をしていたこと，また学部時代にやっ  
ていた男声合唱の面白さを伝えたいという思いから  
だった。だが，相次ぐ失敗で気力を失い，精神的に  
かなり追いつめられたこともある。昨年1月には事  
実上の解雇を言い渡され，選んだ先が本学だった。   
学部時代に通った大学の教職大学院という選択肢  
もあった。だが，本学を選んだのは，何か新しいこ  
とができそうという漠然たる思いと，母校の大学に  
はもうお世話にならないという思いからであった。   
「もう一度教員になる」という思いで臨んだオリ  
エンテーションでは，先に述べた「場づくり法」の  
発表をやらせて頂いた。そしてゼミも林教授のゼミ  
を迷わず選んだ。その後林教授から，次のような言  
葉をかけられたことを今でも覚えている。  
・「創造的誤り」   
授業の中でたまたま出た間違い（言い間違い，聞  
き間違いなど）が，かえって授業を良い方向へ発展  
させる可能性がある。このことを「創造的誤り」，  
また「偶然のバクダン」，さらに「授業は爆発だ」  
と言い表されたこともある。歴史上の新発見・新  
発明においては，偶然生じた間違いが，それを生  
かすことで，それまで誰も考えなかった新しい思  
考や発見・発明に生まれ変わることが多かった。   
キャリアカウンセリングの理論で「クランボル  
ツの理論」というのがあるが，彼の中心理論は，  
“偶然”が新たなキャリアを生み出す，というも  
のだった。授業にはこのような“偶然”を拾う余  
裕が必要なのではないか。  
・「教師と学生の［自分⇔他者］という関係」   
これは，自分と他者が一方通行ではなく，関わ  
り合っていることを示すと考えられる。今では日  
本のどの学校でも，教師と生徒がこのような関係  
「君の声は，ちょっと空回りしやすい声だね」  
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その言葉は的を射ていたように思う。私自身，一  
生懸命ではあっても，それが人になかなか伝わらず，  
空回りすることが実際多かった。それが，ゼミや授  
業を受けていく中で，自分史やラベルワーク等を通  
じて，自分自身や他者への気づき，思考の深化など  
が目に見えてわかるようになった。   
ラベルというツー ルも，私自身の変化を後押しし  
た。話すことに苦手意識はあったが，ラベルに書い  
てから話すことで思考力・発想力が向上した。元々  
話すより書くことが得意だった，というのもある。  
そうして林教授のゼミや授業を受けてから1～2か  
月経った頃，教授は次のような言葉をかけてくださ  
った。  
【写真3：2009年12月山形大学FDシンポジウム】  
【写真4：2009年度 林ゼミ集合写真】  
「小林君，声が柔らかくなったね」   
嬉しい言葉だった。声が柔らかいというのは“聴  
き合い”ができている証拠なのだという。ゼミの仲  
間たちと“認め合い”“学び合い”の空間を共有し，  
またラベル新聞を作る中で“ラベルの声を聴く”と  
いうことで，“聴き合い”ができるようになった。   
半ば死んでいた私の魂が，林ゼミで大きく羽ばた  
いた。その意味で，私にとってラベルは“翼”であ  
ると堂々と言える。ラベルワークは教育や社会で大  
いに利用できると確信した私は，昨年大河ドラマの  
主人公・直江兼続の兜の文字を借りるなら，ラベル  
ワーク，参画への「愛」を感じるようになった。今  
私を教師へと突き動かしているのは他ならぬその  
「愛」である。   
先に述べた“聴き合い”“認め合い”“学び合い”  
も，私から言わせて頂くなら“聴き愛”“認め愛”“学  
び愛”と言い換えられよう。しかも「愛は真心」と  
よく言われる。これを応用するなら，“聴き愛”“認  
め愛”“学び愛”とは上からの押し付けや，他人から  
の借り物ではない。自分が授業を経験する中でふつ  
ふつと湧き上がる，仲間への，そして学びへの“愛”  
であると言える。それはそれを共有する仲間たち自  
身，そして自分自身にしか持てない“真心”である。  
【以上，文責・小林】  
3．学内から学外への発展  
3－1．ゼミから広がる参画の輪   
ゼミという小組織による活動（第1章参照）が一  
年を通して形成されていく途中，「この活動がどう展  
開するのか」とゼミ生が立ち止まった時期があった。  
すなわち参画というものを学んだとしてその後はど  
うするのか。実践ないしは実践方法を考えていかな  
くてはこの学びに先はないのではないかという言葉  
を数人のゼミ生と交わしたのを覚えている。教授の  
段取りで何人もの貴重なゲストの方々から，多くの  
学びと刺激を受けたが，自分たちから発信する，足  
を運んで自ら交流の場を設ける，という点にまで至  
っていなかったのである。  
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そんな気持ちを抱えながら自分たちで決めた授業  
の展開をコツコツと続けていく中で，ようやく終盤  
期に外部へ向けて活動の場を広げる機会に恵まれた。  
ゼミで得た参画意識やラベルワーク技術をいかに外  
部で生かしていけるかを，根気よく考えてきた私や  
メンバーにとっては，後半期またとないチャンスが  
多く与えられ，これまでの学びを眠らせることなく，  
より実践的にしていくことが出来たのだ。  
ラベルワー ク導入企画がその1つである。中学1・2  
年生対象に行われた入試説明会の中で，  
テーマ1：受験に関して思う事   
テーマ2：お子様に望むこと  
について話し合う際に保護者と生徒両者に向けラベ  
ルワークが実践された。その場にラベルワークの補  
助スタッフとして2名（新島さやか他）のゼミ生も参  
加した。   
このラベルワークの活動内容をゼミに持ち帰って  
もらい，フィードバックを行った際に次のような意  
見が挙げられた。  
3－2．「参画」を伝える難しさ   
その一例が先に紹介した山形大学FDシンポジウ  
ムである。日本各地の大学から教授陣が出席される  
シンポジウムの中で私たちの発表の場を設けていた  
だき，ゼミ生のうち3人が出席させていただいたわ  
けであるが，参画を言葉で伝えることの難しさを感  
じた，というのが個人的な感想である。   
というのは，参画というのは何も授業の中だけに  
存在するものではなく，むしろ学生生活の中の様々  
な場面において現れるものだと考えているからだ。  
その日乍の意識こそが今後のよりよい学生主体の学  
び舎，授業，地域を創り得るのだと信じている。だ  
からこそ，まだまだ発表で用いた言葉からは伝え難  
い点があるように感じたのだ。   
今後，学生主体の中心核となるべき私たち学生は  
知識・理論・経験の量では教授陣や研究職の方々に  
到底及ばない。しかし院生自身が「参画」という精  
神や活動を担う張本人として主体的なアプローチの  
継続や実践報告し続けることにより，私たち学生の  
力でよりよい高等教育の未来を開くというアプロー  
チがあるのではないだろうか。   
いずれにせよ，山形では学生がそういった場に参  
加し発表出来た。このような学生の心意気を受け入  
れてくださる高等教育機関の存在に感謝申し上げる  
と共に私たち自身，今後の学生主体活動への希望を  
持つことが出来た。  
①ラベルワークは対象者を限られないことから，  
今後の展開の可能性が感じられた。   
②ラベルを用いることで，対等な話し合いが行わ  
れづらい両者の意見交換もスムーズに行われ  
た。   
③求めたい意見に関して貴重な生の意見を抽出  
し易かった。   
④改善点として補助スタッフの数が不十分だっ  
た。   
おおまかにこの4点である。④の改善点として挙  
がった補助スタッフの数については，本来グループ  
ワークを行う際，小グループに1人スタッフが付く  
ことが望ましいとされている，今回の塾における実  
践の際は数グループに1人のスタッフという割合だ  
ったため，ラベルワークを行う際，多少の不具合が  
あった。   
しかしこのように林ゼミという8人の輪でしかな  
かった参画グループが時間をかけて，少しずつ外へ  
3－3．林ゼミ生による学外への活動展開   
さて，私たちの参画活動は各個人でも展開されて  
いる。   
ゼミ生中嶋美代子（社会科）による学習指導塾での  
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のアプローチを始めていった。このほかにも林ゼミ  
の先学らによって，あらゆる現場で参画やラベルを  
用いた活動がなされている。  
②教職員／学生間の座談会  
③意見交換会  
④FSDレポートの作成  
①授業インタビュー  
②オフィスツアー  
③学生FDサミット夏／冬  
④しやべり場  
⑤他大学交流  
⑥教職員／学生向け冊子の作成  
立命館大学  
4．他大学のFD活動  
4－1．立命館大学学生FDサミットに参加して   
他大学の学生はどうだろうか。私は来る2月20・  
21日の2日間を通して立命館大学主催の学生FDサ  
ミットに参加させていただいた。参加する前までは  
学校経営に関わる教職員の方々が過半数だろうと勝  
手に予想していたのだが，当日会場に到着するとそ  
の予想に反して100名を越える参加者のうち半数を  
上回るほどの学生が出席していた。学外に目を向け  
ると，これほど多くの，そして全国各地の大学で学  
生主体の取り組みが行われている。これまで私が1  
年間のゼミで学んだ学生主体・参画という精神は近  
い将来学校づくり・学校運営という分野においても  
生かすことが出来るのだ，という確イ言を持たせてく  
れた。私はそこで他大学の良い活動例を自分の学び  
舎に持ち帰ろうと必死に耳を傾けていた。  
1日目のプログラムにおいて，各大学（全10大学）  
より，学生FDスタッフによる活動報告がなされた。  
当日の発表にあったものに限定されるが主な内容は  
以下の通りである。  
①新入生向け広報活動（ポスター・   
冊子の作成）  
②FDサミット報告書  
③学生教員対象アンケート  
④教員インタビュー  
⑤しやべり場  
⑥受験生向けの講義「学び論C」実   
施  
追手門学院大  
学  
①学生／教職員によるイベント「パ   
ンキョー革命」開催  
②「パンキョー革命」提議喜作成・   
提出  
大阪大学  
関西大学  ①多人数授業の運営委員会発足  
②ミーティング運営  
③授業ラベル図解作成  
④学生参画型貿易ゲーム実施  
①「j＊see」シンポジウム開催  
②学生交流／システム改善／授業改   
善3つのワーキンググループに   
よる活動  
FDサミ・yト参加虎学に訊ける   
学動こきる主な取り組計  
松本大学  ①受講票のエ夫による授業改善  
東京農業大学  
短期大学部  
①意見交換会の実施  
②トライアル科目の実施  
「カリキュラムを考える会」運営  北九州市立大  
学   
①学部公式サイト立ち上げ  
②学部紹介パンフレット／DVD作   
成  
③専門ゼミの冊子発行／紹介ブース   
開設  
④公式行事の取り組み  
法政大学社会  
学部  4－2．学生FDサミットから見られる学生の主張   
これらの例からも分かるように，今現在さまざま  
な大学が教員・職員・学生という3本の柱立てで大  
学に変革をもたらそうとしている。   
この現象から分かることは学生自身が自分たちの  
大学での学びを豊かにしようとしていることである。  
公式行事の改善・講義の形式／意義・FDの目的／意  
京都文教大学  （D新入生に向けての「京都文教入   
門」の実施  
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義・学生／教職員の意識改革・学校生活の改善・評価  
方法の工夫・アンケート調査の実効性など，さまざ  
まな分野に対して問題意識を持っているのだ。その  
改善をただ待つのではなく，直接アプローチする行  
動力と連携を築き始めている。そういった現状に関  
する意見交換が有意義に行われた今回のFDサミッ  
トもまた，立命館大学の学生FDスタッフのみなさ  
んがメインとなり運営企画したものなのである。   
下記に今回のシンポジウムに参加していた学生に  
よる大学全体への主張として目立っていた意見をま  
とめてみたい。  
中等教育・そして高等教育に関して研究活動を行え，  
広く教育界にアプローチしていけるようなフィール  
ドを築いていけたら，「教育」というものに関する一  
連の柱や土台を持った，真に必要とされる教職員を  
育成することがより可能になるのではないだろうか。   
そのために，まず大学院だからこそ出来る学びに  
学生は興味関心を持つようにならなければならない。  
自らの勉強に併せて，よりよい教育者となるための  
知識・見解を吸収する機会に飛び込む姿勢が求めら  
れる。   
ストレートマスター，社会人経験者関係なく，こ  
の2年間で一人一人がどれほど教育というものに熱  
くなれるか，どれほど自分に課題意識を持ち自己改  
革が出来るか，そしていかにそれに伴う活動と実績  
を残せるか，というところに大学院生としての真の  
価値が見出せるのではないか。もちろん机上での勉  
強は不可欠であるが，それに加え現在の教育界の  
様々な動きを自分の目で見ることは，教育者を目指  
す私たちにとって有益なことである。文面や写真か  
らでは得られないものを収集するために足を運ぶ，  
という“ひと手間”が学生をより成長させると考え  
ている。   
それらを学び舎に持ち帰り，思考を巡らせ，それ  
を言葉にして投げかける，それに関するコメントを  
集め考えることにより，また新たな見識が生まれる。  
そうした繰り返しが生き生きとした錆びない学びを  
作っていくのではないかと考えている。   
私自身はこの大学院に入り，そういった機会に恵  
まれている。これまでにシンポジウムやディベート  
大会，著名な英語教員による講義，教育委員会の教  
育長にお会い出来たことなど，様々な場に足を運び  
刺激を受け続けてきた。   
これはそういった機会を与えてくれる教授陣の存  
在を意味する。今後もっと広くこうした機会に溢れ，  
学生も積極的に参加する体制や雰囲気づくりが発展  
していくとよい。活気のある大学院になるよう，私  
自身が出来ること，また林ゼミが出来ることを考え  
ていきたい。このような思いと活動が，真に教育界  
に求められる人材の形成に通じていくと信じ，それ  
を裏付けられるよう励むばかりである。  
・自分たちの大学に愛と誇りを持っている。   
・教授ともっと話がしたい。   
・学生の意見をもっと反映させてほしい。   
一学生のマナーを改善したい。   
・学生間・学生と教職員間の触れ合いが少ない。   
・カリキュラム設定から目標が見出しにくい。   
・アンケート調査をもっと反映させてほしい。   
・教授陣が学生・職員のFD活動に非協力的だ。   
・FDをwebでも展開出来るのではないか。  
などが挙げられる。学生間で，また教職員との間で，  
更には大学の垣根を越えて，このようなリアルな声  
を交わせるという機会は，よりより高等教育機関の  
実現には不可欠なものであり，このような教職員や  
学生一人一人の強い思いや課題意識がFD活動の根  
源にあり学生を動かしているに違いない。   
それを受けて，次の第5章では私の所属する大学  
院の発展に関して考えてみたい。  
5．私の考える今後の日本教育大学院大学の発展  
一散職を目指す学生が持つぺき姿勢一   
教職の専門職大学院として設置された本大学院で  
あるが，私個人の希望としては，将来的には多様な  
教育機関を網羅できるような大学院に発展していっ  
てほしいと考えている。特別支援教育・初等教育・  
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おわりに   
本小論文を書き上げるまでの一連の流れを思い起  
こし考えることは，自分の所属大学院を含む高等教  
育機関全体のよりよい発展と成長である。私は学外  
に飛び出すまで，これまでゼミで重んじていた学生  
主体の精神がこんなに広く大きな分野において必要  
とされる要素であると気付けなかった。   
私は大きく発展した学生主体の活動が定着するに  
は，それに繋がる出会いときっかけが必要だと考え  
ている。何も全ての学生がはじめから，「授業を変え  
てやる！」「大学を変えてやる！」とは考えていない  
はずである。日々を過ごす中で何かに気づき，出会  
い，「どうにかしたい」「より良くしたい」と思った  
ときに初めて動き出すものではないだろうか。私に  
とっての出会いはゼミであり，きっかけはゼミ長と  
いう役割を担ったことと，先に述べたゼミでの活動  
を通してぶつかった課題意識であったと考えている。  
思い切って飛び出してみたら，自分が想像していた  
以上の世界が広がっていた。   
このような出会いやきっかけがない限り，学生主  
体の活動は学生にとって大きなリスクにもなりかね  
ない。その意義や目的に気づけない限り，「学生主体  
という名の義務」にしかならないからである。   
またこの度、深く感じたことは学生主体のFDと  
いうものが教職員の方々からの理解やサポートとい  
う受け皿がない限り，発展が困難であるということ  
だ。   
立命館大学のシンポジウムでも多くの教職員の  
方々が学生と同じテーブルを囲み，学生の意見に耳  
を傾け，メモをとっては意見を返してくださった。  
もしくは自らの運営上の悩みを打ち明けてくださる  
教職員の方もおり，そのような誠実な対応を受けた  
学生もまた大学の成長に関して思慮を深め，真撃に  
活動を継続出来るのである。私もまたそういった教  
職員の方々の姿に励まされた一人である。   
そんな信頼関係からなる，好スパイラルこそが今  
後の高等教育機関の発展をよりよく運んでいくので  
はないだろうか。   
今後私自身，学生主体の中心核，「参画」という精  
神や活動を担う張本人として主体的なアプローチの  
継続や実践報告し続けることにより，よりよい高等  
教育の未来の実現を目指していきたい。  
【以上，文責・佐々木】  
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の探究～』林義樹（学文社，2002）  
・『大学の授業の発想と技法』林義樹他（青木書店，  
1998）  
・『生涯学習支援のための参加型学習（ワークシ】げ）   
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